
令和６年９月２４日
宇佐市 経済部 農政課 国営事業営農対策係

宇佐市 農政課
国営事業営農対策係の挑戦
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大分県 宇佐市 について

9.24 九州デジタル推進ワーキンググループ発表 宇佐市 農政課 国営事業営農対策係 作成
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私はどんな人?

9.24 九州デジタル推進ワーキンググループ発表 宇佐市 農政課 国営事業営農対策係 作成



宇佐市 農政課 国営事業営農対策係の守備範囲

49.24 九州デジタル推進ワーキンググループ発表 宇佐市 農政課 国営事業営農対策係 作成
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８２プラン人・農地プラン策定数

２６０集落人・農地プラン関係集落数（行政区）

１３０集落中山間直接支払取組集落

平野部・中山間地域混在地域特性

土地利用型農業主体、一部園芸作物等あり農業形態

通常業務として関連のある部署が一体的に推進体制を構築地域計画推進体制

水土里情報システム使用する地図システム

１，８２６筆（令和５年度）中間管理の契約（年）

９６．０３％（令和５年度）再生協議会営農計画書提出率

７１．３％（令和５年度）集積率（特定農作業受委託含む）

宇佐市の農業分野の基本情報

宇佐市地域計画推進マニュアル Ver.1.3.3より抜粋



地域計画とは? ① 農業者用啓発資料（宇佐市作成）

宇佐市地域計画推進マニュアル Ver.1.3.3より抜粋 6



地域計画とは? ②（論点整理）

7宇佐市地域計画推進マニュアル Ver.1.3.3より抜粋



地域計画の推進方針・協議の場（宇佐市モデル）

8宇佐市地域計画推進マニュアル Ver.1.3.3より抜粋



地域計画の協議の場 （写真）

宇佐市地域計画推進マニュアル Ver.1.3.3より抜粋 9



地域計画の目標地図

10宇佐市地域計画推進マニュアル Ver.1.3.3より抜粋



11

宇佐市の地域計画・集落戦略進捗状況（令和６年５月末）

※ただし、１つの中山間直接支払協定に複数集落が含まれる場合があります。

進捗率 ＝ （１０２協定＋３１集落）÷２６０集落 ＝ ５１．２％

備考
地域計画

協議・目標地図
完了

中山間
協議・戦略図面

完了
中山間地域直接
支払協定集落数

人・農地プラン
策定集落数

人・農地プラン
策定数

エリア

31集落102協定130協定260集落82プラン全体

31集落9協定18協定宇佐
地域計画とし
ての実施
一部あり50協定62協定安心院
地域計画とし
ての実施
一部あり43協定50協定院内

宇佐市地域計画推進マニュアル Ver.1.3.3より抜粋



現在、各自治体で地域計画策定に向けた取り組
みが行われていますが、皆さんの自治体での進捗はい
かかでしょうか?現場では様々な課題に直面している
ことと思います。困りごとを持ち寄って、他の自治体と
協議をしてみませんか?

主催:大分県 宇佐市 農政課
参集範囲:九州管内の自治体（地域計画担当部署・農業委員会事務局・中間管理機構担当部署・関係機関）
オブザーバー:九州農政局 経営・事業支援部 農地政策推進課
開催場所:九州農政局 会議室
開催日時:令和６年６月２７日（木）１３:３０ ～ 令和６年６月２８日（金）１１:４５
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地域計画先行策定モデル地区九州協議会の開催

宇佐市地域計画推進マニュアル Ver.1.3.3より抜粋



1. 地域計画策定の最終断面の姿について（各自治体の現段階での方針）
2. 県中間管理機構との関係（地域計画策定後の関係含む）
3. 地域計画の変更・更新作業について
4. 地図情報システムの今後について

13

地域計画先行策定モデル地区九州協議会 ①

協議内容

参加者
宇佐市（大分県） 飯塚市（福岡県） 西海市（⾧崎県） 八代市（熊本県）
小林市（宮崎県） 鹿児島市（鹿児島県） 喜界町（鹿児島県）

自治体

オブザーバー 九州農政局 農地政策推進課

関連資料
1. 動画（協議会 ６時間分）
2. 議事録（同上 要点整理）
3. 宇佐市地域計画推進マニュアルVer1.3.3

宇佐市地域計画推進マニュアル Ver.1.3.3より抜粋
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地域計画先行策定モデル地区九州協議会 ②

宇佐市地域計画推進マニュアル Ver.1.3.3より抜粋
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情報通信環境整備対策の進捗状況 ①

令和５年度実施内容

富士通Japanに委託して実施
１．現状調査

① 計画区域内（宇佐市全域）の情報通信環境の現状と課題
② 計画区域内（ 〃 ）の情報通信環境の導入ニーズの把握

（農業者向けワークショップ、市民向けワークショップ、職員向けワークショップ）
２．施設整備計画の内容精査

① 情報通信環境整備のための体制整備
② 通信方式及び通信ネットワークの検討

（現地調査、通信方式・ネットワークの検討、試行調査の構成案提示）
３．農業分野の課題解決に向けたアクションプラン（案）作成

① アクションプランに向けた課題整理
② 課題解決案の検討
③ アクションプラン（案）

9.24 九州デジタル推進ワーキンググループ発表 宇佐市 農政課 国営事業営農対策係 作成



農業者・市民・職員を対象とした３種類のワークショップを開催

16169.24 九州デジタル推進ワーキンググループ発表 宇佐市 農政課 国営事業営農対策係 作成
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情報通信環境整備対策の進捗状況 ②

令和６年度実施内容

〇 情報通信環境整備計画として国に求められているもの
１．試行調査の実施及び取り纏め（LPWA・Wi-Fi halow）
２．施設の仕様及び配置計画の検討
３．整備、運用方式の検討
４．概算事業費算定
５．関係機関等との協議事項（国・県・土地改良区等）
６．事業実施計画図

〇 宇佐市独自に取り組むもの
１．ビジョンマップの作成（R5年度ワークショップ）
２．情報化推進委員会 専門部会やプロジェクトチームとの連携
３．宇佐市ICTビジョン等に対する助言（情報通信環境整備計画を反映）
４．宇佐土地改良区がJ:COMと実施する流量測定の反映

9.24 九州デジタル推進ワーキンググループ発表 宇佐市 農政課 国営事業営農対策係 作成



宇佐市自治体ＤXの推進（組織）

189.24 九州デジタル推進ワーキンググループ発表 宇佐市 農政課 国営事業営農対策係 作成



宇佐市自治体ＤXの推進（計画）

199.24 九州デジタル推進ワーキンググループ発表 宇佐市 農政課 国営事業営農対策係 作成



宇佐市情報通信環境整備対策推進（DX推進含む）体制

209.24 九州デジタル推進ワーキンググループ発表 宇佐市 農政課 国営事業営農対策係 作成



リソース管理

業務効率化

人材育成

リソース＝資源
「人」・「もの」・「金」の最適配分
＋「時間」・「情報」・「知的財産」のマネジメント

現場が主体
担当業務全般の知識（関連職場も含む）
マインドセットの醸成

教育による職員のレベルアップ・バージョンアップ

短期的→⾧期的

⾧期的

随時

総合政策課

総務課

行財政経営課

各課

総務課

総合政策課

全体最適のサイクル

総務課

総合政策課
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DX推進のための３つの柱

9.24 九州デジタル推進ワーキンググループ発表 宇佐市 農政課 国営事業営農対策係 作成
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３つの柱の関係性

9.24 九州デジタル推進ワーキンググループ発表 宇佐市 農政課 国営事業営農対策係 作成



目指すべき姿 課題 解決策 得られる効果

リソース管理 ①

リソース管理 ②

業務効率化

人材育成

人員配置適正化

業務量適正化

人員総数の把握

業務量の把握

職員総数の調査（会計年度含む）

業務量の実数による把握

事業総数の把握

職場環境の改善

ex:働きやすい職場環境

予算措置適正化

財政状況適正化
定期的な政策査定

政策査定の定量データ利用

定型的なKPI設定

労働条件の改善

ex:職員賃金の確保

業務マニュアル整備

紙媒体のデータ化

紙保存

手書き・手計算

現行マニュアルの見直し

データツール活用

労働条件の改善

ex:労働時間縮減

体系的な人材育成

研修の提供

スキルの不足

マインドセットの不足

行動変容を促す

体系的な研修メニュー実施

社会変化に対応できる人・
組織の創造

ex:「働きがい」の向上

今後の取組について

239.24 九州デジタル推進ワーキンググループ発表 宇佐市 農政課 国営事業営農対策係 作成



今後のスケジュール

249.24 九州デジタル推進ワーキンググループ発表 宇佐市 農政課 国営事業営農対策係 作成

リソース管理 PT

宇佐市情報化推進委員会
専門部会

DX推進リーダー育成 PT

フロントヤード改革 PT

情報通信環境整備
計画策定員会

2024年

7月 8月以降

●第1回部会

副部会⾧決定

●8/19キックオフ会議
〇PurposeCarving

●地域DX WorkShop 全6回（8～1月）

●PurposeCarving
〇地域DX WorkShop情報収集

●第2回部会

PT進捗報告

●取組・課題の確認
●解決方針の検討

1月

2025年

●第3回部会

PT進捗報告

3月

●情報化推進委員会報告

●方針の決定

●アクションプラン作成
●アクションプラン報告会

●人材育成方針改訂版検討
●次年度研修メニュー検討

●8/21キックオフ会議
●8/9委託契約締結 ●ビジョンマップお披露目 ●計画策定完了

●情報化推進委員会承認

●7/1キックオフ会議

●7/1キックオフ会議

●7/1DXアドバイザー



Purpose Carving （8/19）の様子

259.24 九州デジタル推進ワーキンググループ発表 宇佐市 農政課 国営事業営農対策係 作成



BPR研修 （8/26）の様子

269.24 九州デジタル推進ワーキンググループ発表 宇佐市 農政課 国営事業営農対策係 作成



水位計の設置 → 流量測定へ（大分ケーブルテレコム株式会社）

279.24 九州デジタル推進ワーキンググループ発表 宇佐市 農政課 国営事業営農対策係 作成



何で農政がやってるの?

宇佐市がDXを農政部門主導で進められた要因（組織としてのインセンティブ）

9.24 九州デジタル推進ワーキンググループ発表 宇佐市 農政課 国営事業営農対策係 作成 28

1. 国営かんがい排水事業「駅館川地区」の推進という宇佐市としての大義名分の存在。
2. 上記国営事業実施における次世代型水利システムの構築と、そのための情報インフラ整備を目指すため準備会に加入。
3. 準備会に加入し、研修やサポート企業とのディスカッションにより、目的・課題・手段等が明確に。
4. 先進地視察や宇佐市DXアドバイザー（KIAI）の協力、信州DX推進コンソーシアムへの参画により、農業分野におけるICT化・スマート

農業の話にとどまらず、情報インフラ整備後のランニングコストや地域DX・自治体ＤX等も含む幅広い視野を獲得。
5. 自治体ＤX推進計画（令和７年度）の策定を求められている現状。
6. 情報通信環境整備計画の策定を宇佐市情報化推進委員会での承認を得る形とし、専門部会・３種類のPTの設置、農政課・耕地

課・総合政策課等、組織の垣根を越えた推進体制の構築。

上層部をどうやってだましたの?

農政分野が主導して進めることは
現実的ではない

組織のインセンティブ確保、縦割りからの脱却と協働へ

個人のインセンティブをどう確保するか?



自治体DX推進はこれらを解決しようという試みであるが、
この現状がそもそも自治体ＤX推進の最大の障害となっている。

未来の宇佐市のために（個人としてのインセンティブを創出する）

9.24 九州デジタル推進ワーキンググループ発表 宇佐市 農政課 国営事業営農対策係 作成 29

自治体の現状
1. 深刻なリソース不足（脆弱な財政体質、市民ニーズの多様化・細分化、人材・人員の不足）
2. 縦割りで前例踏襲を重視し、「努力が報われにくい」組織体質（協働・改革の意識が低い・生まれにくい）
3. 団塊の世代の大量退職により１０年で急速に世代交代が加速（これまでの人材育成の陳腐化）
4. 職員の離職率が年々増加（コロナ禍を経て「生きがい」「働き甲斐」等に対する価値観の移り変わり）
5. etc

個人の努力が報われにくい組織

主体制の欠如・受動的

個人の努力が報われる組織

主体的・能動的

仮説:なぜ私（あなた）がやるのか?の必然性の持続的確保が次の課題ではないか?



ここからはあくまでも私個人の妄想…

9.24 九州デジタル推進ワーキンググループ発表 宇佐市 農政課 国営事業営農対策係 作成 30

DX推進リーダー育成PTで個人の行動変容を促し、
協働・改革の意識を生み出す。

個人 組織

自治体ＤXに終わりはない。停滞せず変化し、
新たな付加価値を生み出し続ける必要がある。

リソース管理PTで現状把握、フロントヤード改革PTで課
題抽出・課題解決を組織的に進める。

個人・組織に対して推進力を生み出し続ける
ためのインセンティブが必要性では?

企業内ベンチャーのような
「自治体内ベンチャー」を創設できないか?

〇 宇佐市からの委託業務（課題解決支援）
〇 研究対象としての宇佐市
〇 国・県の補助事業活用
〇 民間企業の協力・出資
〇 教育機関との学術連携
〇 「知見」の蓄積
〇 他自治体からの委託業務（課題解決支援）

自治体内ベンチャーのイメージ

個人・組織に対する
持続的インセンティブ



令和６年９月２４日
宇佐市 経済部 農政課 国営事業営農対策係

宇佐市 農政課
国営事業営農対策係の挑戦

宇佐市発展のため、
皆様のお力をお貸し下さいますよう、

よろしくお願いいたします。


